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【研究の背景・目的・内容】 

 様々な形態における試験制度をタイ、イギリス、韓国、日本をはじめとする様々な地域について時系列的変化

も含めて詳細に調べかつ比較することにより、試験についての知見、地域についての知見、社会についての知

見、および人類史全体についての知見を得ることである。それは、SDGsで掲げられた様々な課題について取

り組むことにもつながる。 

【応用例、研究の展望】 

 この主題は、OECD生徒の学習到達度調査(PISA)や大学共通テストなど、教育にかかわる試験という意味で

は、国家、自治体、地域、学校、家庭の運用にとって重要な意味をもつ。そしてそれを通して貧困や飢餓や格差、

ジェンダーや家族、コミュニティや都市、平和や正義、消費や生産、仕事やキャリア(生き方)など様々な観点から

論じられる主題となっている。下記の研究成果で特に重点的に取り扱われているのは、60-90年代のタイ、イ

ギリス、韓国、日本における変化であるが、それよりも前の時代、およびそれよりも後の時代についてより詳細

に取り上げていく必要がある。さらに、これ以外の地域についても取り上げるという課題も残されている。 

 加えていえば、この研究は、検査という意味では衛生や医療や健康や福祉などケアの諸実践とかかわるもの

であり、実験という意味からは水環境・エネルギー・気候・海洋資源・陸上資源など環境論そして技術革新など科

学論全体に関わるものであるなど、幅広いテーマにつながっている。そして何よりも、比較という作業を通し

て、グローバルなパートナーシップを創造するプロジェクトとなっている。 

【研究方法の特色】 

 インタヴュー調査、アンケート調査、ドキュメント調査など様々な調査方法を複合的に用い、かつそれを比較で

きるような仕方で調整して利用することが特徴である。 
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